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せ
ん

③
個
人
名
の
口
座
や
知
ら
な
い

名
義
の
口
座
へ
の
振
り
込
み

を
求
め
ら
れ
た
ら
「
詐
欺
か

も
」
と
疑
う

④
お
か
し
な
電
話
や
メ
ー
ル
が

あ
っ
た
ら
、
現
金
を
振
り
込

ん
だ
り
、
物
を
渡
し
た
り
す

る
前
に
、
必
ず
知
人
や
警
察

に
連
絡
す
る

ふ
っ
け
い
安
心
メ
ー
ル

　
福
岡
県
警
で
は
、
み
な
さ
ん

の
安
全
と
安
心
に
役
立
つ
情
報

を
メ
ー
ル
で
配
信
。
県
警
ＨＰ

http://w
w
w.police.pref.

fukuoka.jp/

か
ら
登
録
で
き

ま
す
。

＊
登
録
無
料
。
携
帯
電
話
は
通

信
料
が
か
か
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
警
察
署

☎
（
36
）
０
１
１
０

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報編集係☎0940（36）1055まで

全
国
で
多
発　

義
援
金
名
目
の

振
り
込
め
詐
欺

●住民票の「除票」
　過去に住民登録の記載があって、現在記
載されていないことを証明したものです。
住民票に記載された住民は、市外への転出届や死亡届に基づいて
除かれます。また、届け出をしないまま他市区町村に異動し、現
在住んでいない場合や虚偽の届け出などでその住所に住んでいな
いことが明らかになった場合は、職務権限で住民票を除く手続き
が実行されます。
　一般的に「除票」は、過去に住んでいた住所の確認、死亡によ
る年金や預貯金の手続きなどのために交付請求をします。「除票」
は、除かれた日から５年間の保存が定められているため、交付請
求には注意が必要です。
●不在住証明書
　その人が、その市区町村に住民登録されていないことを証明し
たものです。相続を証する書面の一部として利用される他、債務
者の不存在の証明、氏名の字が異なる証明などに利用されていま
す。
●住民票記載事項証明書
　住民票の記載事項17項目のうち、交付請求者の証明を必要とす
る部分だけを転記か、記載して証明するものです。昭和60年の住
民基本台帳法の改正で、「住民票に記載した事項に関する証明書」
の規定を盛り込み、法に基づく制度的行政証明となりました。
　住民票の写しの交付請求があった場合でも、請求事由から住民
票記載事項証明書で十分に目的が達成できると判断した場合は、
請求者の了解を得た上で、できるだけ住民票記載事項証明書を交
付します。これは、住民の個人情報に関し、第三者が知り得る住
民票の記載事項があらかじめ限定されることから、個人情報保護
の観点からも好ましいこととされています。
　また、交付請求者が証明事項を自ら記入した用紙を持参した場
合は、この用紙に事項を記載して証明することになります。

■問い合わせ先　市民課　☎（36）１１２６

　平成22年度は、11人の個人と１団体から合計2,452万
5,000円の寄附がありました。ありがとうございます。こ
れからも市の活動への応援をお願いします。

■問い合わせ先　財政課　☎（36）１１０４

ふるさと寄附金一覧表

氏　　名 住所 寄附金額
（円） 指定された使い道

吉田典晃さん 市内 5,000 子育て環境の充実

㈳九州建設弘済会 福岡市 1,240,000 産業の振興

寺田光男さん 非公表

大串欣一さん 埼玉県 非公表 釣川や
さつき松原の保全

松崎　均さん 埼玉県 50,000 指定なし

宗像　優さん 福岡市 50,000 沖ノ島の世界遺産
登録や文化財保護

＊本人の希望で公表しない場合もあります

行　政

市へ2,452万5,000円
ふ る さ と 寄 附 金 でふ る さ と 寄 附 金 ででででふ る さ と 寄 附 金

ありがとうございます

利用目的で異なる
住民票の各種証明書

　
女
性
消
防
団
員
の
活
動
の
一

つ
に
、
高
齢
者
宅
訪
問
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
東
郷
地
区
の
高

齢
者
宅
を
３
月
２
日
と
３
日
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
一
緒
に

訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
先
の
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
に
温
か
く
迎

え
て
も
ら
い
、
短
い
時
間

で
し
た
が
、
災
害
対
策
な

ど
を
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
火

災
警
報
器
の
設
置
推
奨
、

地
震
が
起
き
た
時
の
避
難

経
路
の
確
認
、
放
火
を
防

ぐ
た
め
に
家
の
周
り
に
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
置
か
な
い
な

ど
で
す
。
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
、
災
害
に
対
し
て

　
東
日
本
大
震
災
の
義
援
活
動

と
言
っ
て
、
現
金
や
貴
金
属
な

ど
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件
が

全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
犯

人
の
手
口
の
一
例
と
注
意
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

●
自
治
体
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
装
っ
て

▽
「
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら

言
う
口
座
に
募
金
を
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
」

▽
「
被
災
地
は
物
資
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
く
の
で
、
貴
金
属
な
ど

予
備
知
識
が
豊
富
で
あ
る
こ
と

に
感
心
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
火
事
に
な
っ

た
時
や
地
震
が
起
き
た
時
に

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」「
何

が
必
要
な
の
か
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の

で
い
ら
な
い
も
の
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
」

●
親
族
を
装
っ
て

　「
地
震
の
時
に
、
車
で
人
を

は
ね
て
し
ま
っ
た
。
お
金
が
手

元
に
な
い
の
で
、
治
療
費
を
振

り
込
ん
で
ほ
し
い
」

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

①
義
援
金
な
ど
は
、
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
公
表
さ
れ
た
信
用
で

き
る
団
体
を
利
用
す
る

②
自
治
体
職
員
な
ど
の
公
務
員

が
災
害
支
援
の
た
め
に
、
電

話
な
ど
で
現
金
の
振
り
込
み

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

み
な
さ
ん
と
話
し
合
う
場
が
持

て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津

波
で
多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
今
も
な
お
、
多
く
の
人

が
避
難
生
活
を
し
て
い
る
と
い

う
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た

一
方
で
、
復
興
に
向
け
て
取
り

組
む
姿
を
見
て
、
日
本
人
の
強

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
１

日
も
早
く
復
興
す
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
同
消
防
団
員
広
報
班
・

荒
木
直
子
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

☎
（
36
）
５
０
５
０

女性
消防団員
まるごと！

災害対策などについて話し合いました

 

高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
宅
へ

防
火
指
導
訪
問

市内の事件・事故の発生状況（平成23年１月1日〜３月31日の暫定数）

犯罪発生件数
交通事故
発生件数

空き巣
など

自動車
盗

オート
バイ盗

自転車
盗

車上
狙い

自販機
狙い

ひった
くり

強盗
強制
わいせつ

人身事
故累計

死亡
事故

発生
件数 16 3 6 33 23 3 2 1 2 133 0

前年
比 ＋1 ＋1 −2 ＋8 ＋11 −6 ＋2 ＋1 ＋2 −14 ±0

県警マスコット
「ふっけい君」


